
みんな でつくる、

えすこ な交通

雲南市地域公共交通計画

2026年 10月～2031年 9月

Administrator
タイプライターテキスト
（案）



2

第１章　いま、雲南市の交通でおきていること

「クルマがあるから大丈夫」本当にそうでしょうか？ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

この計画の位置づけ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

数字で見る雲南市のいま ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

これまでの歩み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

みなさんの意見をききました・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

見えてきた５つの課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

第２章　めざす未来ー５年後の雲南市の姿

Philosophy▶基本理念 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

Policy▶３つの基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13

Mission▶それぞれの役割・使命・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

Vision▶５年後、こんな風に暮らしています・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15

第３章　３つのゾーンでめざす「えすこ」な交通ネットワーク

めざす交通ネットワーク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16

具体的な取組（施策）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19

　　　　　　　　　 身近な生活圏内の移動をもっと便利でシンプルに・・・・・・・・・・ 29

　　　　　　　　　 誰もが自由に町なかへアクセスできる仕組みを創る ・・・・・・・・ 30

　　　　　　　　　 地域との「総働」で、山間部の暮らしやすさを支える ・・・・・・ 31

第４章　みんなで取り組む、みんなで育てる

いつなにをする？（実施スケジュール）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33

PDCAとOODAで計画に取り組む ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34

KPI- 計画の目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35

地域公共交通確保維持事業（フィーダー補助）を活用する路線 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36

Contents

目次

大東・加茂

木次・三刀屋

吉田・掛合



33 3

第
１
章

い
ま
、
雲
南
市
の
交
通
で
お
き
て
い
る
こ
と

第
２
章

め
ざ
す
未
来r

５
年
後
の
雲
南
市
の
姿

第
４
章

み
ん
な
で
取
り
組
む
、
み
ん
な
で
育
て
る

第
３
章

３
つ
の
ゾ
ー
ン
で
め
ざ
す
「
え
す
こ
」
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

るΫϧ͚ߦな৔ॴ΁͖޷な࣌にɺ͖޷らΕ͍ͯ·すɻ͑ࢧ雲南市民の暮らし͸ΫϧϚにͪͨࢲ

Ϛ͸ຊ౰にศརͰすɻങ͍෺΋ɺ通Ӄ΋ɺ͜Ͳ΋のૹܴ΋ΫϧϚ͕͋Ε͹す͙にͰ͖·すɻ

し͔しɺগしઌのະདྷΛ૝૾しͯΈ͍ͯͩ͘͞ɻ

ʮ໔ڐΛฦೲͨ͠ΒɺͲ͏΍ͬͯങ͍෺ʹ͏͜ߦʁʯ�

ʮ͜Ͳ΋ͨͪͷ௨ֶ͸ɺࠓͷ··Ͱେৎ෉ͩΖ͏͔ʁʯ�

ʮόε΍λΫγʔͷӡసख͞Μ͕͍ͳ͘ͳͬͨΒɺͩΕ͕ӡసͯ͘͠ΕΔͷʁʯ

͍·ɺ雲南市の交通͸େ͖なస׵఺Λܴ͍͑ͯ·すɻ

ਓݮ͕ޱΓɺྸߴԽ͕進Έɺӡసखෆ଍΋ਂࠁԽし͍ͯ·すɻ

͜の··Ͱ͸ɺ౰ͨΓલに͋ͬͨόε΍λΫγー͕な͘なる͔΋しΕ·ͤんɻ

Ͱ΋ɺ͜Ε͸ʮϐンνʯͰ͋るͱಉ࣌にʮνϟンεʯͰ΋͋Γ·すɻ

ෆศなͱ͜Ζ͸ݟ௚しͯɺ৽し͍ٕज़΋औΓೖΕͯɺΈんなͰ஌ܙΛ出し߹ͬͯྗڠすΕ͹ɺ΋ͬ

ͱศརͰɺ΋ͬͱ͔͍͋ͨͨʮ͑す͜ʢ͍͍۩߹ʣʯな交通͕ͭ͘Εる͸ͣͰすɻ

ͦしͯ͜のܭ画͸ɺߦ政͚ͩͰऔΓ૊Ή΋のͰ͸͋Γ·ͤんɻ
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「公共交通と聞いてもピンとこない」、「普段クルマに乗る私には関係ない」

そう思われる方も多いかもしれません。

しかし、もしバスやタクシーなどの公共交通がなくなってしまったら、クルマを気軽に利用でき

ない人たちだけでなく、未来のあなたの暮らしにも影響するかもしれません。

人手不足や利用者の減少で、今まで当たり前のように走っていたバスやタクシーはなくなるかもしれません。これから

も公共交通を地域に残すために、限られた資源で最大の効果が出せるよう、路線や仕組みを根本から見直す必要があり

ます。この計画は、そうした指針を定め、私たちがこれからもこのまちで安心して暮らしていくための基本計画なのです。

・ こどもやお年寄りなど免許を持たない家族の送迎の負担が増える
・ 高齢の家族が気軽に外出ができず元気がなくなる
・ クルマが増えて交通事故や渋滞のリスクが増える

バスやタクシーが
なくなると‥

未来のあなたの暮らしを守るために
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雲南市では、交通空白地域の解消を目的として、平成 14 年度という全国的にも早い

段階でデマンド型乗合タクシー「だんだんタクシー」を導入しています。

デマンド型乗合タクシーとは、決まったルートを走るバスと、自由に移動できるタク

シーの、いいところを生かした乗り物です。

運行時間帯の中で自宅の近くから目的地まで運行しますので、バス停まで歩くのが大

変な方にも便利にご利用いただけます（往復利用・片道利用のいずれも可能です）。

「デマンド型乗合タクシー」ってなに？？
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189,705189,705189,705

184,638184,638184,638

193,832193,832193,832

190,160190,160190,160

189,574189,574189,574

181,880181,880181,880

161,615161,615161,615

163,340163,340163,340

159,015159,015159,015

158,556158,556158,556

167,182167,182167,182

57.3%（過去最高）

ຽόεͷར༻ऀ਺ࢢ

（ܭ߹ʮຬ଍ʯɺʮଟগຬ଍ʯと౴͑ͨਓͷ）ຽόε౳ͷຬ଍౓ࢢ

ͩΜͩΜλΫγʔɾͩΜͩΜόεͷར༻ऀ਺

)��23

)��2�

)��2�

)��2�

)��2�

)��2�

)��2�

)��3�

3��1

3��2

3��3

3���

3���

3���

コ
ロ
ナ
禍

ֻ߹ொͰͩΜͩΜλΫγʔΛಋೖฏ੒��೥ฏ੒��೥

Ӣೆࢢຽόε ӡߦ։࢝ฏ੒��೥ฏ੒��೥

٢ాொͰͩΜͩΜόεΛಋೖฏ੒��೥ฏ੒��೥

٢ాେ౦ઢ����ԁۉҰྉۚԽฏ੒��೥ฏ੒��೥

٢ాେ౦ઢ ૿ศฏ੒��೥ฏ੒��೥

໦࣍ொͩΜͩΜλΫγʔಋೖฏ੒��೥ฏ੒��೥

ՃໜொͩΜͩΜλΫγʔಋೖฏ੒��೥ฏ੒��೥

େ౦ொɺࡾ౛԰ொ
ͩΜͩΜλΫγʔಋೖ

ฏ੒��ɾ��೥ฏ੒��ɾ��೥

Ұാόεʮେ౦ઢʯഇࢭ
ʮେ౦দߐ೫໦ઢʯӡߦ։࢝

36.4%（過去最低）

ྩ࿨�೥ྩ࿨�೥

出典：・雲南市政策企画部うんなん暮らし推進課交通政策室

　　　・市民生活の現状に関するアンケート調査

Ұํɺ雲南市Ͱ͸ɺશࠃతに΋ૣ͍ஈ֊ͰಋೖしͨσϚンυ交通ʮͩんͩんλΫγー・ͩんͩん

όεʯΛ͸͡Ίɺ༷ʑな交通ࢪ策にऔΓ૊んͰ͖·しͨɻ
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᯸᱓᯹

0% 20% 40% 60% 80% 100%

᯸n=1,305᯹

(n=487)

(n=189)

(n=192)

(n=273)

(n=78)

(n=75)

શମ

େ౦

Ճໜ

໦࣍

౛԰ࡾ

٢ా

ֻ߹

ӡͯ͠ߦいることΛ஌Βな͔ͬͨ

ӡͯ͠ߦいることは஌ͬͯいる͕ɺαʔϏεͷ಺༰はΑ͘஌Βない

αʔϏεͷ಺༰Λ஌ͬͯいる͕ɺར༻ͨ͠ことはない

でʹ਺ճར༻ͨ͠こと͕͋る·ࠓ

ఆظతʹར༻ͯ͠いる

51.4%51.4% 33.3%33.3%

5.4%5.4%

6.8%6.8%

52.6%52.6% 31.6%31.6%

56.1%56.1% 23.8%23.8%14.3%14.3%

60.4%60.4% 27.1%27.1%10.4%10.4%

47.6%47.6% 39.6%39.6%

44.9%44.9% 43.6%43.6%

45.3%45.3% 18.7%18.7%32.0%32.0%

5.3%5.3%

5.1%5.1%

2.6%2.6%

3.1%3.1%

5.7%5.7% 4.7%4.7%

5.1%5.1% 2.6%2.6%

5.1%5.1% 3.8%3.8%

4.0%4.0%

4.2%4.2% 1.6%1.6%

1.0%1.0%1.0%1.0%

51.451.451.4%%% 33.333.333.3%%%

5.45.45.4%%%

6.86.86.8%%%

52.652.652.6%%% 31.631.631.6%%%

56.156.156.1%%% 23.823.823.8%%%14.314.314.3%%%

60.460.460.4%%% 27.127.127.1%%%10.410.410.4%%%

47.647.647.6%%% 39.639.639.6%%%

44.944.944.9%%% 43.643.643.6%%%

45.345.345.3%%% 18.718.718.7%%%32.032.032.0%%%

5.35.35.3%%%

5.15.15.1%%%

2.62.62.6%%%

3.13.13.1%%%

5.75.75.7%%% 4.74.74.7%%%

5.15.15.1%%% 2.62.62.6%%%

5.15.15.1%%% 3.83.83.8%%%

4.04.04.0%%%

4.24.24.2%%% 1.61.61.6%%%

1.01.01.0%%%1.01.01.0%%%

免許返納予定者が安心して
返納できる環境とは、
まだ言いがたいのでは
【木次町・50代】

公共交通のサービス内容を
もっと周知して、

広く利用を促してほしい
【加茂町・60代】

まもなく免許返納を考えて
いますが、その後の移動手段が

とても不安です
【掛合町・70代】

˞஍Ҭະճ౴ऀΛؚΉͨΊɺશମͱ֤஍Ҭ
の߹ܭ͸ඞͣし΋Ұகしな͍ɻ

˞খ਺఺ҎԼୈೋҐΛ࢛ࣺޒೖし͍ͯる
ͨΊɺ૯਺ͱ಺༁の߹ܭ͸ඞͣし΋Ұ
கしな͍ɻ

˞ෳ਺ճ౴

Έͳ͞ΜͷɹɹɹɹɹΛ͖͖·ͨ͠
第
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み
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で
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章
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の
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こ
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通
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ຽΞϯέʔτௐࠪΑΓࢢ

ͩΜͩΜλΫγʔͷαʔϏε಺༰Λ஌͍ͬͯ·͔͢ʁ

ͩΜͩΜλΫγʔͷͲΜͳͱ͜Ζ͕ྑ͘ͳΔͱར༻͍ͨ͠ͱ͍ࢥ·͔͢ʁ

ຽόεͱࢢ

ͩΜͩΜλΫγʔʹ

ຬ଍͍ͯ͠·͔͢ʁ

ͩΜͩΜλΫγʔ͸ɺ市಺ͰӡߦΛ։࢝し͔ͯら��೥Ҏ্͕ܦաし͍ͯ·す͕ɺͦのαʔϏε

಺༰ʹ͍ͭͯͷೝ஌౓͸·ͩ·ͩ௿͍͜ͱ͕う͔͕͑·すɻ

ͩんͩんλΫγーのຬ଍౓͸ɺ൒਺Ҏ্のํ͕Θ͔らな͍ͱճ౴し·しͨɻ

શମ େ౦ Ճໜ ໦࣍ ౛԰ࡾ ٢ా ֻ߹ ෆ໌

時ࠁදʹΑるӡߦではな͘ɺར༻ऀͷر๬ʹԠͯ͡ӡߦする 37.2 36.4 35.3 39.9 34.8 46.9 39.7 33.3
౔日ॕ日΋ӡߦする 35.2 40.0 25.5 31.4 34.4 40.6 36.5 33.3
༧໿΍৐Γํなどͷར༻ํ๏͕Θ͔Γ΍す͘なる 33.6 32.1 39.2 37.3 33.0 32.8 23.8 33.3
஍ͷ৐߱৔ॴ͕૿͑る֗ࢢ 27.7 29.7 23.5 28.1 28.6 26.6 20.6 50.0
ӡߦຊ਺͕૿͑る 25.5 26.7 19.6 24.8 29.5 23.4 23.8 16.7
ి࿩以֎ͷ༧໿ํ๏（༧໿ΞϓϦなど）͕ར༻で͖る 19.6 20.3 16.3 22.2 19.2 20.3 15.9 33.3
ग़લ࠲ߨなどでɺαʔϏεͷ࢖いํʹͭいͯ஌るػձ͕͋る 9.1 7.4 11.1 15.0 8.0 7.8 6.3 0.0
そͷଞ 10.9 10.5 13.1 10.5 9.4 12.5 12.7 16.7

O 1,053 390 153 153 224 64 63 6

ຽόεࢢ

ຬ଍

΍΍ຬ଍

΍΍ෆຬ

どͪΒで΋ない

ͩΜͩΜ
λΫγʔ

4.7%4.7%

14.1%14.1%

21.2%21.2%

9.7%9.7%7.1%7.1%

Θ͔Βない

43.2%43.2%

ຬ଍
΍΍ຬ଍

どͪΒで΋ない

4.9%4.9%
9.2%9.2%

17.6%17.6%

3.5%3.5%

2.6%2.6%

Θ͔Βない

62.3%62.3%

ෆຬ

΍΍ෆຬ

ෆຬ
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˞খ਺఺ҎԼୈೋҐΛ࢛ࣺޒೖし͍ͯるͨΊɺ૯਺ͱ಺༁の߹ܭ͸
ඞͣし΋Ұகしな͍ɻ

΁ͷΞϯέʔτௐࠪΑΓऀޢੜͱอߍߴ

ަ௨ऀۀࣄώΞϦϯάௐࠪΑΓ

校ੜͷ໿��ˋ͕ʮૹܴͰ௨ֶ͢Δ͜ͱ͕͋Δʯͱճ౴͓ͯ͠Γɺ͜ͷ͏ͪ��ˋҎ্͕ほぼߴ

毎日Ո଒ʹૹܴしͯ΋ら͍ͬͯ·すɻ

Έ౳΋ؚΉʣʯΛඞཁٳɺՆؒظに߹ΘͤͨόεʢςεトߍのొԼߍら͸ʮֶ͔ऀޢ生΍อߍߴ

ͱする੠͕ଟ͘な͍ͬͯるଞɺ+3のӡ͕ٳଟ͍͜ͱ΁のରԠΛٻΊる੠΋͕͋Γ·しͨɻ

ώアϦンά調査Ͱ͸ɺ交通͔͓͕ऀۀࣄΕ͍ͯるݫし͍状໌͕گら͔にな͍ͬͯ·すɻ

ૹܴͰ௨ֶ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͔͢ʁ

登校時

下校時

送迎で通学する
ことはない

送迎で通学する
ことがある

29.5%29.5%

7.6%7.6%

12.5%12.5%

4.9%4.9%

23.6%23.6%

55.9%55.9%

70.5%

ほぼ毎日

51.4%51.4%
ほぼ毎日

週３～４日

それ以下
（悪天候時など）

週1～2日

月2～3日

5.6%5.6%

9.8%9.8%

7.7%7.7%

21.0%21.0%

週３～４日

それ以下
（悪天候時など）

週1～2日

月2～3日

ঢ়گʢҰ෦ൈਮʣ

ຽόεࢢ
ӡऀۀࣄߦ

ਓһମ੍
˔ӡసख਺はॆ଍͓ͯ͠Βͣɺӡߦମ੍ͷҡ࣋ʹྀۤɻ

れるɻ·ࠐݟΑΓఆ೥ୀ৬ऀͷ૿Ճ͕ʹߦԽਐྸߴ˔

ӡ্ߦͷ՝୊

˔௕ڑ཭࿏ઢͷӡྸߴ͕ߦӡసखͷෛ୲となͬͯいるɻ

ʹ（౗஛ɺ౗໦）֐෦ではઇؒࢁ˔ Αる࿏ઢͷ通ൃ͕֐્ߦੜɻ

˔ਓһΛॆ଍ͤ͞る（༨৒ਓһΛ֬อする）ͨ Ίʹはɺҕୗྉͷ૿Ճ͕ඞཁɻɹ
いͨいɻߦ༩໘΍μΠϠվળでӡసखͷ଴۰վળΛڅ

λΫγʔ
ऀۀࣄ

ਓһମ੍
ではӡసखはऀۀࣄΒないέʔε͕ଟいɻ（Ұ෦ࢸʹ༺ޏ৚͕݅߹Θͣ༺ޏ˔
ॆ଍）

ӡ্ߦͷ՝୊ ˔໷ؒधཁ͕େ෯ʹݮগ͠ɺऩೖݮগͷཁҼとなͬͨɻ
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ɹɹͭͷ՝୊͖̑ͨͯ͑ݟɹɹͭͷ՝୊͖ͨͯ͑ݟ

՝୊

�

ަ௨ͷʮ୲͍खʯ͕ ɺະདྷʹر๬Λ࣋ͯΔڥ؀ۀࣄΛ૑Δ

・ӡసखのྸߴԽͱਂࠁな୲͍खෆ଍にΑΓɺ現ࡏの交通αーϏεΛҡ࣋する͜ͱ͑͞ࠔ೉に
なΓͭͭ͋Γɺ͜の··Ͱ͸ɺݮศ΍࿏ઢのഇ͕ࢭආ͚らΕ·ͤんɻ

・交通͕҆ऀۀࣄఆతにܦӦΛଓ͚らΕɺӡసख͕ތΓΛ࣋ͬͯಇ͖ଓ͚らΕるͮ͘ڥ؀Γ͕ɺ
す΂ͯの౔୆ͱなΓ·すɻ

・ӡసखの଴۰վળに͕ܨるҕୗྉのݟ௚し΍ɺ໔ڐऔಘࢧԉͱ͍ͬͨ௚઀తなࢧԉにՃ͑ɺ৽
ͨなऩӹϞσϧのߏஙに΋௅ઓしɺ࣋ ଓՄೳなجۀࣄ൫Λཱ֬するඞཁ͕͋Γ·すɻ

・市民アンケートͰ͸ɺόε΍ͩんͩんλΫγーのຬ଍౓に͍ͭͯ൒਺͕ۙ͘ʮΘ͔らな͍ʯ
ͱճ౴し͓ͯΓɺެڞ交通͕ଟ͘の市民にͱͬͯʮԑԕ͍ଘࡏʯͰ͋る͜ͱ͕う͔͕͑·すɻ

೚ͤにするのͰ͸な͘ɺ市民ҰਓͻͱΓ͕ऀۀࣄ政΍ߦ交通Λҡ࣋し͍ͯͨ͘Ίに͸ɺڞެ・
ʮࣗ෼ͨͪのެڞ交通ʯͱしͯ関৺Λ࣋ͪɺར༻しɺ࣌ に͸͑ࢧるʮ૯ಇʯのจԽΛҭんͰ͍
͘ඞཁ͕͋Γ·すɻ

・ʮ交通͑す͜ձٞʯのΑうなɺ市民・ۀࣄ るʮ৔ʯΛ૑ઃする͑ߟに஍Ҭの交通Λڞ政͕ߦऀ・
ͱͱ΋にɺσδλϧٕज़Λ活༻しͯ৘ใΛΘ͔Γ΍す͘ಧ͚ɺ୭΋͕ओମతに関ΘΕる࢓૊
Έ͕ඞཁͰすɻ

՝୊

�

௨Λʮଞਓ͝ͱʯ͔ަڞެ Βʮࣗ෼͝ͱʯ΁ม͑Δ

交通͕通ֶखஈͱしͯબ୒͞ΕڞΘΕ͓ͯΓɺެߦ生の通ֶのଟ͘͸Ո଒にΑるૹܴͰߍߴ・
に͍͘状گに͋Γ·すɻ

・খதֶߍのεΫーϧόε͸ɺچொ͝ͱにҟなるϧーϧ͕࢒Γɺྟ࣌ศ΋ଟ͘ӡ͞ߦΕるなͲɺ
市民όεͱॏෳしͨඇޮ཰な状ଶ͕生͡ɺอऀޢのෛ୲૿͚ͩͰな͘ɺ஍Ҭશମの交通ݯࢿ
のϩεに΋͍͕ͯͬܨ·すɻ

にରԠしͨμΠϠฤ੒΍ɺશ市Ͱ౷Ұ͞Εͨެฏ・ޮ཰తなεΫーϧόؒ࣌ߍ生のొԼߍߴ・
εӡߦϧーϧΛཱ֬しɺࢠͲ΋͕ͨͪ҆৺しͯར༻し΍す͍ڥ؀Λ੔͑る͜ͱ͕ෆՄܽͰすɻ

՝୊

�

௨ֶڥ؀Λվળ͠ɺެަڞ௨Λར༻͠΍͍͢ڥ؀ʹ੔͑Δ

・ͩんͩんλΫγー͸ɺ͖ Ίࡉ΍͔なҠಈΛ͑ࢧるॏཁな交通Ͱす͕ɺೝ஌౓͕௿͍΄͔ɺՔಇ
཰͕ۃΊͯ௿͍ศ͕͋るなͲɺαーϏε͕࣋ͭજࡏೳྗΛे෼に活͔し͖Ε͍ͯ·ͤんɻ

・市民͔ら͸ʮ༧໿ํ๏͕Θ͔Γに͍͘ʯʮؼΓศの͕࣌ؒ߹Θな͍ʯͱ͍ͬͨ੠΋্͕ͬͯ
͓ΓɺΑΓ͍࢖΍す͍αーϏε΁のసٻ͕׵ΊらΕ͍ͯ·すɻ

・αーϏεの࢓૊Έ΍ར༻ϧーϧΛ市民にͱͬͯΘ͔Γ΍す͘վળしɺརศੑͱޮ཰ੑの͍ߴ
ΦンσϚンυ交通΁ͱ進Խͤ͞るඞཁ͕͋Γ·すɻ

՝୊

�

ͩΜͩΜλΫγʔΛ͔ͯ͠׆୭΋͕͍࢖΍͍͢αʔϏεʹ͢Δ

՝୊

̍

௨ͷʮζϨʯΛղফ͢Δަڞຽͷ฻Β͠ͱެࢢ

・市民のҠಈ͸ΫϧϚ͕த৺Ͱす͕ɺͦのதに͸ʮຊ౰͸ӡసしͨ͘な͍ʯͱ͍ͯ͡ײる市民
΋গな͋͘Γ·ͤんɻ

・市民͕ຊ౰にʮ͍͖ͨߦ৔ॴʯ΍ʮ͍͖ؒ࣌ͨߦʯのχーζにɺ現ࡏの交通αーϏε͕Ԡ͑
らΕ͍ͯな͍ʮζϨʯ͕֤ॴͰݟらΕ·すɻ

・市民のଟ༷なϥΠϑελΠϧ΍஍Ҭ͝ͱのҠಈ࣮ଶに߹Θͤɺ࿏ઢ΍μΠϠɺं྆なͲΛ
θϩϕーεͰݟ௚すɺ交通ωοトϫーΫのൈຊతなߏ࠶ங͕ඞཁͰすɻ

第
１
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ৄ͠いӢೆࢢͷެަڞ通ΛऔΓݱ͘רঢ়と՝୊はࢿྉฤʹͯ͠ࡌܝい·す
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Ί͟すະདྷʔ�೥ޙͷӢೆࢢͷ࢟

「総働」とは、雲南市が大切にしている言葉です。

行政だけでなく、市民も、事業者も、それぞれができることをもちよって、協力しあって、

一緒に働く。一人ひとりの力は小さくても、みんなで力を合わせれば、大きなことができる。

そんな想いが込められています。

交通も同じです。

「誰かがやってくれる」ではなく、「みんなでつくる」。 

バスやタクシーの事業者さんは、安全・安心な運行というプロの技で支える。

地域の皆さんは、生活をバスに合わせ、乗って応援したり、時には運転手として活躍し

たりする。 

行政は、制度を整え、みんなをつなぐ。

そうやって、それぞれの強みを活かし、足りないところを補い合うことで、誰もが安心し

て移動できる、持続可能な交通をつくっていきます。

これが、雲南市がめざす「えすこ（いい具合）」な公共交通です。

総働とは…世代や立場を超え、関係人口や資金を効果的に取り込みながら、自然環境や歴史文化、先人の知恵などのあらゆる
資源をいかして多方面で多様な協働を行うことです。

ຊཧ೦ج

「総働」でつなぎ、支え合う、市民みんなの公共交通

持続可能で、誰もが暮らしやすい

「えすこな雲南市」をめざして

持続可能で、誰もが暮らしやすい
～

持続可能で、誰もが暮らしやすい持続可能で、誰もが暮らしやすい持続可能で、誰もが暮らしやすい持続可能で、誰もが暮らしやすい持続可能で、誰もが暮らしやすい
～
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基本理念を実現するため、次の3つの基本方針をかかげます。

皆さんの「こうだったらいいな」の声に応えるため、

だんだんタクシーの使いやすさ、通学運行のルー

ル、そして毎日使うバスのあり方を、みなさんの今

の暮らしに合わせつつ、交通の役割分担も考えな

がら、しっかりと見直していきます。

バスやタクシーといった「プロの交通」と地域が

行う「助け合いの交通」。それぞれの強みを活かし、

足りないところを補い合うことで、誰もが安心し

て移動できる、新しい総働の形をめざします。

私たちの暮らしを支えるバス・タクシーの運転手

さんや事業者さんが、これからも誇りを持って働

き続けられるように、地域全体で応援し、安定し

て事業を続けられる環境づくりを進めます。

ຊํ਑ج

ຊํ਑ج

ຊํ਑ج

̍

�

�

ຖ೔ͷ฻Β͠にɺ΋ͬͱศརͰɺ
΍͍͞͠ަ௨Λͭ͘Ζ͏

ϓϩͷٕͱ஍Ҭͷྗɺྗ Λ߹Θͤͯ
Α͏͛޿え߹͍ͷྠΛࢧ

ަ௨ͷ୲͍खΛԠԉ͠ɺ
ަ௨ڥ؀Λະདྷにͭͳ͛Α͏

具体策は19ページ以降に掲載

具体策は22ページ以降に掲載

具体策は24ページ以降に掲載

ー対応する課題ー

ー対応する課題ー

ー対応する課題ー

� � �

� � �

� � �

�ͭͷجຊํ਑
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ຽࢢ
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ऀۀࣄ

஍Ҭ׆ಈ
ஂମ

஍Ҭ
ʢ஍Ҭࣗओ૊৫ʣ

੓ߦ
ʢࢢʣ

計画に取り組む皆さんそれぞれの役割・使命です。

市民一人ひとりは、身近な公共交通について関心をもち、

公共交通を「使う・支える・育てる」主体として参加します

地域は、地域の

交通事業者と地域住民を

つなぎ、身近な公共交通に

ついて考え、交通事業者と連携・

協力して公共交通を支えます

  社会課題の解決にむけて

  　日々活動する地域活動団体では、

  そのネットワークや強みを生かし、

共に地域の交通を維持する「パートナー」として

公共交通を支えます。

効率的で持続可能な

交通体系を整え、

地域や交通事業者の総働による

取組を支援します

バス会社、

タクシー会社などの

交通事業者は、

安全・安心に利用できる

交通環境を提供します

・バスの運行時刻に生活を合わせる、

バス停まで少しの距離を歩くなど、

「乗って応援」が一番の支援

・地域の話し合いに参加

・住民ドライバーとして活躍

・「こうしてほしい」という声を届ける

例えば…

・安全・安心な運行

・利用者の声を反映

したサービス改善

・新しい技術やサー

ビスの検討・導入

例えば…

・ 制度設計と財政支援（補助金や委託料の検討）

・安全で安定的な運行を支える基盤整備（道路

等インフラの維持・整備、除雪等）

・関係者の調整役（事業者、地域、国・県を

つなぎ、スムーズな実施を支援）

・情報発信と利用促進

例えば…

・地域とともに交通課題や地域課題の解決に

むけて話し合う

・エネルギー、若者、福祉など、多様な分野

と交通の新たな連携について考える

例えば…

・公共交通をテーマに

地域で話し合いの場

をつくる

・公共交通をみんなで

使う機会をつくる

例えば…

ͦΕͧΕͷ໾ׂɾ໋࢖
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̑೥ޙɺこΜͳ෩に฻Β͍ͯ͠·す

えすこに

฻Βす

えすこに

ҭΉ

えすこに

創る

クルマを運転できる、できないにかかわらず、公共交

通があることで住み慣れた地域でえすこに安心して暮

らすことができる

こどもたちが安全に通学でき、大人は安心して子育て

しながら働くことができる

プロの交通事業者や地域住民、

関係者が協力し、それぞれの

強みを活かして公共交通を支

えている

そして、交通事業者が持続可

能な経営基盤を持ち、地域に

貢献し続けることができる
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�ͭͷκʔϯͰΊ͟͢
ʮ͑͢͜ʯͳަ௨ωοτϫʔΫ

Ί͟͢ަ௨ωοτϫʔΫ

各種調査結果から、地域ごとに移動ニーズや公共交通の利用状況が大きく異なることがわかり

ました。そこで、市内をA（大東・加茂）、B（木次・三刀屋）、C（吉田・掛合）の 3 つのゾーン

に区分して、ゾーン単位で公共交通の仕組みを見直します。

֤κーンのݟ௚͠಺༰͸ɺ��ϖーδҎ߱ʹࡌܝ

٢ా線٢ా線

+"٢ాલ+"٢ాલ
Լࠤ中Լࠤ中

Ը୩Ը୩

ग़
Ӣ
ਢ
ࠤ

ग़
Ӣ
ਢ
ࠤ

೾ଟ
றࡏॴ
೾ଟ
றࡏॴ ͨͨら͹ұ൪஍ͨͨら͹ұ൪஍

ాҪ線ాҪ線

線לɾҏۼߴ線לɾҏۼߴ

ುࢁ線ುࢁ線

加茂線加茂線

Ѩ༻ɾ
໺線ٱ
Ѩ༻ɾ
໺線ٱ

Ԙా線Ԙా線

ւை線ւை線

य़৩ɾ
഼԰線
य़৩ɾ
഼԰線

線ੈࠤ線ੈࠤ

北෦線北෦線

南෦線南෦線

木次線木次線

൧ੴɾ
中໺線
൧ੴɾ
中໺線

ӵဌ地域

੒Ӵ地域

ɥЌތ地域 சഐ地域

加茂地域

地域ீټ

޿
Ҭ
ೆ
෦
線

த৺
஍֗ࢢ

広域北部線

JR木次線

ֻ߹ͷཬֻ߹ͷཬ

౛԰ࡾ
#$
౛԰ࡾ
#$

Լ۽୩
#$
Լ۽୩
#$

木次駅木次駅

出雲
大東駅
出雲
大東駅

加茂中駅加茂中駅

ాҪ਍ྍॴాҪ਍ྍॴ

主要交通結節点

交通結節点

乗継拠点 /主要バス停

JR木次線
大東松江乃木線

線װҬ޿

Ҭ北෦線޿
Ҭೆ෦線޿

線װ಺ࢢ

三刀屋出雲線
赤名吉田線
佐田・志津見線

४װ線

だんだんタクシー
（だんだんバス）の
運行エリア

高速バス

至
出
雲

至 飯南 至 三次

至 奥出雲

至 松江至 宍道

#κʔϯ

"κʔϯ

$κʔϯ
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೾
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๺
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大
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線

JR木次線

ֻ߹ͷཬֻ߹ͷཬ

౛԰ࡾ
#$
౛԰ࡾ
#$

木次駅木次駅

主要
交通結節点

出雲
大東駅
出雲
大東駅

加茂中駅加茂中駅

かもてらすかもてらす

ాҪ਍ྍॴాҪ਍ྍॴ

交通結節点

乗継拠点 /
主要バス停

加茂地域 地域ீټ

JR木次線
大東松江乃木線

吉田大東線

線װҬ޿ 線װ಺ࢢ
三刀屋出雲線
赤名吉田線

佐田・志津見線
北原線

४װ線
だんだんタクシー
（だんだんバス）の
運行エリア

高速バス

至
出
雲

至 飯南 至 三次

至 奥出雲

至 松江至 宍道

他
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۠分 ౷ܥ ໾ׂ ֬อ・ҡ࣋ࡦ

幹

線

広
域
幹
線

JR 木次線 ・ 木次駅や出雲大東駅を中心に、市
内の地域間および市外をつなぐ

・ 主に市域をまたぐ通勤・通学や買
い物・通院などの他、観光客など
来訪者の移動を担う

・ 交通事業者との協議のうえ、現状以上のサービス
レベルを維持しながら、利用促進を強化する

大東松江乃木線

・�஍Ҭެަڞ௨֬อҡ࣋ۀࣄ（ϑΟーμーิॿ）を活
用し、交通事業者と雲南市・松江市が連携して
取り組むことで、現状のサービスレベルを維持
しつつ、利用促進を図る

市
内
幹
線

吉田大東線

・ 木次駅を中心に、市内の地域間を
つなぐ

・ 地域間の通勤・通学や買い物・通
院などの他、観光客など来訪者の
移動を担う

・ 交通事業者と雲南市の連携した取組により、現状
以上のサービスレベルを維持しながら、路線の再
編や利用促進を強化する

準
幹
線

三刀屋出雲線
赤名吉田線
佐田・志津見線

・ 隣接する市町や市内の一部地域間
をつなぐ

・ 地域間の買い物・通院などの移動
を担う

・ 交通事業者や路線によっては隣接する市町（松江
市・出雲市・飯南町）との連携した取組により、
現状以上のサービスレベルを維持しながら、利用
促進を強化する

※赤名吉田線は஍Ҭެަڞ௨֬อҡ࣋ۀࣄ（ϑΟーμーิ
ॿ）Λ׆༻

支

線

定
路
線

北原線、春殖線
幡屋線、佐世線
阿用・久野線、塩田線
海潮北回り線・南回り線
加茂北回り線・南回り線
木次三刀屋線、中野線
高窪・伊萱線、根波線

・ 各地域内または市内の地域間を運
行し、幹線や最寄りの拠点等に接
続する

・ 地域内の通勤・通学や買い物・通
院などの移動を担う

・ 交通事業者と市、地域との連携した取組により、地
域の実情に即したより良い運行のあり方を検討する

・ 通勤・通学利用のある路線では、通勤・通学時間
帯の運行を確保しながら、必要に応じてサービス
内容の見直しを検討する

※中心市街地内を運行するデマンド型乗合タクシーは、令和
9 年度より஍Ҭެަڞ௨֬อҡ࣋ۀࣄ（ϑΟーμーิॿ）
Λ׆༻༧定

区
域
運
行

だんだんタクシー

だんだんバス
吉田線・田井線

・�஍Ҭެަڞ௨֬อҡ࣋ۀࣄ（ϑΟーμーิॿ）を
活用し、交通事業者と雲南市が連携して取り組む
ことで、現状のサービスレベルを維持し、利用促
進を図る

౷ܥ ऴ఺ى ۠分 運行のଶ༷ ओମࢪ࣮ ิॿの׆༻

大東松江乃木線 大東駅前～乃木駅 78条乗合 路線定期運行 雲南市 フィーダー補助

赤名吉田線 赤名～たたらば壱番地 78条乗合 路線定期運行 飯南町 フィーダー補助

だんだんバス吉田線 吉田町 吉田地区内 78条乗合 区域運行 雲南市 フィーダー補助

だんだんバス田井線 吉田町 田井地区内 78条乗合 区域運行 雲南市 フィーダー補助

֤ަ௨ͷ໾ׂͱ֬อɾҡ࣋ࡦ

஍Ҭެަڞ௨֬อҡ࣋ۀࣄͷඞཁੑ

˞ϑΟーμーิॿͱ͸ɺװ線ܥ౷ʢ஍Ҭؒװ線όεܥ౷΍మಓͳͲʣΛิ͢׬Δ஍Ҭ಺ަ௨ʢϑΟーμーܥ౷ʣの֬อ・ҡ࣋
Λ໨తͱͯ͠ɺ͕ࠃӡܦߦඅのҰ෦Λิॿ͢Δ੍౓の͜ͱͰ͢ɻװ線ަ௨ʹ઀ଓ͢Δަ௨΍ɺަ௨ෆศ஍Ҭ͔Β஍Ҭؒަ௨
ωοτϫーク΁の઀ଓΛ୲͏ަ௨͕ର৅ͱͳΓ·͢ɻ

当該路線は、自動車を運転できない高齢者や高校生等を中心に、地域住民の生活を支える不可

欠な移動手段となっています。しかし、人口減少や自家用車の普及により利用者が減少し、事

業者の収益悪化と行政負担の増加が運行継続上の課題となっています。今後も安定的に運行を

維持するために、地域公共交通確保維持事業を活用し、運行の確保・維持と収支改善・行政負

担の軽減を図る必要があります。

஍Ҭެަڞ௨֬อҡ࣋ۀࣄΛ׆༻するܥ౷の֓要
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広域北部線

JR木次線

ֻ߹ͷཬֻ߹ͷཬ

౛԰ࡾ
#$
౛԰ࡾ
#$

Լ۽୩
#$
Լ۽୩
#$

木次駅木次駅

出雲
大東駅
出雲
大東駅

加茂中駅加茂中駅
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ຊํ਑ج

̍

ຖ೔ͷ฻Β͠ʹɺ΋ͬͱศརͰɺ
΍͍͞͠ަ௨Λͭ͘Ζ͏

���� ஙするߏ࠶ͱͳるమಓ・όスΛ͔͘͜͠ޮ཰తにװج

˔٢ాେ౦線の࠶ฤ

٢ాେ౦線の࠶ฤҊ

�ར便૿ਐۀࣄΛ׆༻

・ 以下のように、吉田大東線の再編を行い、利用者にもわかりやすい運行を実現するとともに、

降雪や事故等による遅延対策・全線運休リスクの解消、運転手の負担軽減による安全性の

向上を図ります。

●朝夕の通学時間帯における掛合分校直通便（専用バス）の設定

●日中の便は、JR 木次駅～三刀屋 BC を拠点に路線を分割し、JR 木次線を最大限い

かしたダイヤとする（仮称：広域北部線／広域南部線に路線を分割）

●経由地が便によって異なるいまのルート・ダイヤの全体的な見直しを行い、よりわ

かりやすくシンプルな運行にする

●重複して運行する木次三刀屋線との統合

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者

ฤΠϝーδ࠶

利便増進計画策定・準備・実証運行開始・適宜改善

ঢ়ݱ ޙ௚͠ݟ
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˔৐ڥ؀ܧ・଴߹ڥ؀の੔උ

৐ڥ؀ܧの੔උྫ

�ར便૿ਐۀࣄΛ׆༻

・ JR 木次駅をはじめとする主要な乗り継ぎ拠点を中心に、既存施設も活かしながら待合環境

や案内を改善し、だれもが利用しやすい環境をつくります。

●冷暖房およびWi-Fi 環境の整備

●高校生の自主学習用のスペース整備

●デジタルサイネージ（看板）の設置による、バスやだんだんタクシーの運行情報の

見える化

●わかりやすい公共交通情報の案内

●施設の耐震補強

●既存施設を活用した待合環境の整備　等

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者 等

ର৅ͱするڌ఺

適宜実施

۠෼ ໾ׂ ର৅

ओཁަ௨݁અ఺

市内外からの移動の拠点であり、か

つ広域幹線や支線の結節点として乗

り換えを行う場所

木次駅

ަ௨݁અ఺

主に市内の地域間の移動における拠

点であり、広域幹線や市内幹線、準

幹線、支線の結節点として、乗り換

えを行う場所

●加茂中駅

●出雲大東駅

●下熊谷バスセンター

●三刀屋バスセンター

●道の駅掛合の里

৐ڌܧ఺ʗओཁόεఀ
上記以外の乗り継ぎ拠点および利用

の多いバス停

●JA吉田前

●下佐中バス停

●たたらば壱番地

●波多駐在所前

●恩谷バス停

●田井診療所
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����

����

ͩΜͩΜλクγーΛ΋ͬͱ࢖い΍す͘ਐԽͤ͞る

ԁ׈ͳ௨ֶखஈ֬อにަ͚ͨ޲௨ମܥのݟ௚͠

˔ͩΜͩΜλクγー（ͩΜͩΜόス）のαーϏス಺༰վળ

˔௨ֶରԠの運行ルールݟ௚͠ݕ౼

ͩΜͩΜλクγー・ͩΜͩΜόスのαーϏス಺༰ݟ௚͠ྫ

�ར便૿ਐۀࣄΛ׆༻

・ バスの利用が少ない区間や時間帯は、だんだんタクシー（だんだんバス）へ移行し、自宅

近くから目的地までドアツードアで出かけやすくします。

・ 現行の町ごとの運行を基本としつつ、移動ニーズに応じて、ゾーン内では町の垣根を越え

て運行エリアを拡大し、目的地に出かけやすくします。

・ 下記のように、サービス内容の見直しを行い、利便性を向上します。

・ 幼稚園・認定こども園・小学校・中学校の通学対応について、

教育委員会と連携し、地域によって異なる運行ルールの改善

や、非効率な臨時便の削減に取り組みます。

・ 特に、通学に特化したバスを運行するなど、バスやだんだん

タクシーとの役割分担を進め、こどもたちやその保護者の皆

さんが安心して通学できる環境を整えます。

●ダイヤの見直し（午後便のオンデマンド化も含めた見直しを検討）

●運行時間の延長や運行曜日の拡大

●バスに乗り継ぎやすいダイヤの設定

●定額制や共通定期の検討など、利用しやすく外出を促進するような運賃制度の導入

●配車システムの導入による、スマホ予約など利便性向上と運行の効率化　等

ΦンデマンドԽのৄ͍͠಺༰͸ɺ��ϖーδʹࡌܝ

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市（交通・教育委員会）、交通事業者

計画

調整

Bゾーンから順次実施

施策1-2に合わせて適宜調整・実施



地域で取り組む

定額乗合タクシーと高齢者の生きがいづくり

島根県大田市井田地区では、月額 3,300円

の定額で地域で運行するデマンド型乗合

タクシーが乗り放題になります。

乗合タクシーの運行とあわせて、地域食

堂や高齢者が担い手となった小さなビジ

ネスづくりに取り組むことで、高齢者の

生きがいづくりや外出機会の創出につな

がっています。

事例
紹介 ౡࠜݝେాࢢҪా஍۠

22

ຊํ਑ج

̎

ϓϩͷٕͱ஍Ҭͷྗɺྗ Λ߹Θͤͯ
Α͏͛޿ͷྠΛ͍߹͑ࢧ

���� ަ௨Λʮࣗ分͝ͱʯͱͯ͑͠ߟɺ行ಈするจԽΛҭΉ

˔�ʮަ௨͑す͜ձٞʯのઃஔ

˔�஍Ҭͱ࿈ͨ͠ܞ֎ग़ػձの૑ग़

ަ௨͑す͜ձٞのҐஔ͚ͮ

ɾ�地域自主組織、交通事業者、地域

活動団体等の関係者が集まり、地

域公共交通やその活用について共

に議論し、計画を育てる場を設置

します。

ɾ�地域のイベントや買い物支援など、外出の「目的」と交通を結びつけ、個人利用だけでな

くコミュニティとしての参加も促すことで、高齢者の外出機会を創出します。

●年1回以上開催

● 対象 :地域自主組織、交通事業者、地域活動　

団体、高校生代表、市（事務局）など

●市全体での開催の他、将来的には各ゾーン

ごとや地域ごとにも設置し、よりきめ細や

かな議論を行う

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者、地域自主組織、市民、地域活動団体　等

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、地域自主組織、市民、地域活動団体　等

毎年度、継続して開催（年1回以上）

調整 施策1-2に合わせて適宜調整・実施
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地域と交通事業者が連携した取組

地域住民は平日毎日、デマンド型乗合タクシーが運行され

ることを希望していましたが、地域のタクシー会社だけで

これに対応することは困難であったことから、「事業者協力

型自家用有償」の仕組みにより、タクシー事業者による運

行管理のもと、地域住民が「助っ人運転者」として一部の

運転業務を担う仕組みで、乗合タクシーを運行しています。

島根県奥出雲町の三沢・三所地区では、地域のタクシー会社を守ることも念頭に、関係者で

議論を重ねてきました。

事例
紹介

ౡࠜݝԞग़Ӣொࡾ୔・ࡾॴ஍۠

���� ஍Ҭの୲いखͱަ௨ऀۀࣄͰྗΛ߹Θͤる

˔�஍Ҭの୲いखͱަ௨ऀۀࣄが࿈ܞする৽͠いϞデルΛ૑る

ɾ�運転手の確保が困難なエリアや、交通事業者だけでは対応が難しい時間帯を対象に、地域

住民が「住民ドライバー」として送迎を担う仕組み（新たな就労機会の創出など）を整備し、

交通事業者と住民ドライバーが連携する持続可能な体制を構築します。

ɾ�市は、住民ドライバーが安心して活動できるよう、研修・登録制度や、運行経費への支援

制度をつくります。

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者、地域自主組織、市民　等

調整 施策1-2に合わせて適宜調整・実施

λクγーऀۀࣄ（運行؅ཧऀ）

ॿͬਓ運సऀ

஍Ҭॅຽ（ॿͬਓ運సऀ）が運行

λクγーऀۀࣄのドϥΠόーが運行

ԕִ఺ݺ

഑ंࣔࢦ

運行のใࠂ

時の࿈བྷٸۓ

݄ Ր ਫ ໦ ۚ



■そもそもなぜ日本でライドシェア？

日本でライドシェアの導入が進んだ背景に

は、交通事業者の二種免許をもったドライ

バーの不足や都市部のオーバーツーリズム

など需要増加への対応、地方の交通空白地

域の存在があります。

■ライドシェアとは？　日本の２つのライドシェアの仕組み

日本の「ライドシェア」には、❶自治体や地域の NPO など

が主体となって行う「公共ライドシェア（自家用有償旅客運

送）」と❷タクシー会社が管理する「日本版ライドシェア」

があります（次ページ参照⾣）。
特に公共ライドシェアは、民間のビジネスとして公共交通を

維持するのが難しい地域において、移動手段を確保するため

の仕組みで、雲南市内でも市が運行主体となった公共ライド

シェア（自家用有償旅客運送）の仕組みにより市民バスやだ

んだんバスが運行されています。

ライドシェアって
なんだろう？

ίϥϜ$
P
MV

NO
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ຊํ਑ج

�

ަ௨ͷ୲͍खΛԠԉ͠ɺ
ަ௨ڥ؀Λະདྷʹͭͳ͛Α͏

���� 運సखのະདྷΛ͑ࢧɺಇ͖がいΛߴΊる

˔�୲いख֬อ΁の௚઀ࢧԉ

・ 「雲南市運転免許取得支援事業補助金（二種免許の取得費用の補助制度）」

の対象や補助額を拡充し、支援を強化します。

・ 短時間勤務など、多様な働き方の導入促進や待遇改善をはたらきかけ、

運転手など運行業務に携わる方々が働きやすい環境を整えます。

・ 運転手確保に向けた採用活動・PR活動に取り組みます。

୲いख֬อに͚ͨ޲औ૊ྫ

●業界全体のイメージアップに向けたPR

●UI ターン推進事業等と併せた採用活動（ドライバー留学など）

●職場内での評価・昇進システムの検討

●子育て中や介護中などでも働きやすい環境づくり

●地域の交通事業者の状況によって、公共ライドシェア（自家用有償旅客運送）の仕

組みの活用　等

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者、地域自主組織、市民

ӡసख֬อʹ͚ͨ޲
ಈ・13׆༺࠾ ಈ׆
のྫʢग़Ӣࢢʣ

適宜実施
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���� ަ௨ۀࣄのܦӦج൫Λ҆定ͤ͞る৽ͨͳ௅ઓ

のਪਐ（Խۀڠ・ಉԽڞ）の࿮Λ௒͑ͨ૯ಇۀ࢈・ऀۀࣄ�˔

・ 限られたリソースの効率化・最適化を図るため、市内に複数ある交通事業者間での共同に

よる取組や、異なる産業との連携による取組を推進します。

Խのऔ૊ྫۀڠ・ಉԽڞ

●複数の交通事業者（バス会社・タクシー会社）の共同事業体による運行

●「株式会社うんなん共創エネルギー」と連携し、エネルギー事業等の収益を交通な

どの地域の課題解決に再投資する日本版シュタットベルケの構築

●介護事業者や物流事業者と連携した、事業者の収益安定化と人手不足解消に貢献す

る取組

●観光事業者および地域と連携したツアーづくりなど、観光二次交通対策

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者、地域活動団体　等

適宜実施

ϥΠドγΣΞڞެ❶ ❷೔ຊ൛ϥΠドγΣΞ

運 行 ओ ମ 自治体・地域など タクシー会社

༂する৔ॴ׆
山間部などの過疎地
バスやタクシーの維持が難しい地域

市街地や観光地など
需要が多く、タクシーが足りないとき

໨ త
地方の交通空白地の解消
持続可能な共助の仕組みづくり

都市部でのオーバーツーリズムなどの影響による、既存タ
クシー台数の供給不足の解消

උ ߟ 既存の自家用有償旅客運送を言い換えたもの
海外のように民間ドライバーが自由に参加するのではな
く、国が認可した法人タクシー会社のみが運営に参加
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����

����

デδλルのྗͰ運行ͱۀ຿のޮ཰ΛߴΊる

ʮ৐Γͨいʯͪ࣋ؾΛͭ͘るɺ後ԡ͠する

˔�ར༻ऀ͚޲の%9ਪਐ

˔�Θ͔Γ΍すい৘ใൃ৴΁のվળ

の%9ਪਐ͚޲行੓・ऀۀࣄ�˔

・ だんだんタクシーへの AI 配車システムの導入（スマホ予約）やキャッシュレス決済、バス

ロケーションシステム等の導入により、利用者の利便性向上を推進するとともに、マイナ

ンバーカードの活用・連携も視野に入れた検討を進めます。

・ 全市的に整備されているGTFS（世界標準の公共交通データフォーマット）の継続した更新

を行い、スマートフォンなどから公共交通を利用した経路探索が行える環境を維持します。

・ わかりやすい時刻表への改善とデジタルツールの活用など、来訪者や新規利用者にもわかり

やすい仕組みや情報発信を行います。

・ 交通事業者から提供される利用者数、収支、運行状況等の各種データを統一的な様式・手

法でとりまとめることで、データを活用したサービス内容の改善や利用状況などの見える

化を進め、交通事業者および行政の事務負担軽減を図ります。

˞%9ͱ͸ɺデδタϧٕज़ʹΑͬͯਓʑのੜ׆ΛΑΓྑ͍΋の΁ͱมֵͤ͞Δऔ૊の͜ͱͰ͢ɻަ௨෼野Ͱ͸ɺ(5'4ʹΑ
Δόε৘ใのఏڙ΍ɺ"* Λ׆༻ͨ͠Φンデマンドަ௨のӡߦͳͲ͕͛ڍΒΕ·͢ɻ

˞(5'4ͱ͸ɺ࣌ࠁද・ఀཹॴ・ӡ௞ͳͲのެަڞ௨৘ใΛܦ࿏ࡧݕαーϏε౳Ͱར༻͢ΔͨΊのࡍࠃతͳඪ४データ༷࢓
の͜ͱͰ͢ɻ

˞όεϩέーシϣンシεςϜͱ͸ɺόεं྆のࡏݱҐஔ΍ӡߦঢ়گΛར༻ऀ΁ఏ͢ڙΔ࢓૊Έの͜ͱͰ͢ɻεマーτϑΥン
΍ύιίン౳͔Β౸ண༧ఆ࣌ࠁ΍ӡߦの஗ΕΛ֬ೝͰ͖ΔͨΊɺ଴ͪ࣌ؒのෆ҆ܰݮ΍རศੑ্޲ʹͭͳ͕Γ·͢ɻ

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者

検討 施策1-2に合わせて適宜調整・実施

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者

随時検討・実施

毎年度、継続して改善・実施
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˔�֎ग़Λଅਐする運௞੍౓΍ิॿۀࣄの࣮ࢪ

˔�ҰาΛ౿Έग़すɺ後ԡ͠するಈػ෇͚の࣮ࢪ

・ ＪＲ木次線区間の定期券を所持している方に対し、雲南市民バス定期乗車券代を全額免除す

る「ＪＲ木次線（定期券）利用促進事業」を継続して行います。

・ 普通運転免許をお持ちでない方で、外出が困難な高齢者や障がいのある方等の外出を支援す

る「優待乗車券」の交付を継続して行います。

・ 上記の他に、定額制や共通定期など、利用しやすく外出を促進するような運賃体系を構築し、

必要に応じて補助事業のあり方を見直します。

・ 単なる時刻表の発信ではなく、目的地に行くため

の乗継方法や公共交通の魅力を発信することで、

市民の皆さんの公共交通の利用を後押しする動機

付けに取り組みます。

֎ग़Λଅਐする運௞੍౓のྫ

औ૊ྫ

●だんだんタクシーについて、月額3,000円程度で乗り放題にする定額制

●バスとだんだんタクシーで利用できる共通定期

●木次・三刀屋の中心市街地内で移動する際、だんだんタクシーの定額会員は一般乗

用タクシーが割引になる仕組み　等

●高校生の入学前の情報提供

●UI ターン者向けの転居時の情報提供

●広報誌を活用した継続的な情報提供　等

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者

毎年度、継続して改善・実施

毎年度、継続して改善・実施

高ߍੜΛର৅ʹͨ͠ࢿൃܒྉのྫ

ʢ܈അݝʣ
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���� に΍͞͠いަ௨Λͭ͘るڥ؀

˔�ं྆のখܕԽ・୤୸ૉԽによるަ௨(9

・ バスやだんだんタクシーでは、少ない車両による効率的な運行を目指すとともに、利用状況

に応じて、車両の小型化やバリアフリー化の他、ＥＶ車両やＰＨＥＶ車両の導入を進めます。

・ また、地域由来のバイオディーゼル燃料も活用し、環境にやさしい交通環境づくりに取り組

みます。

���� ���� ���� ���� ����

スέδϡールࢪ࣮

ओମࢪ࣮ 雲南市、交通事業者

適宜実施

˞(9ͱ͸ɺ୤୸ૉࣾձの࣮͚޲ʹݱɺԽ石೩ྉ中৺のࣾձ・ߏۀ࢈଄Λଠཅޫ΍෩ྗͳͲのクϦーンΤωϧΪー中৺΁స
Δऔ૊の͜ͱͰ͢ɻ͢׵

˞&7ͱ͸ɺిؾΛ༻͍ͯϞーターΛۦಈͯ͠૸͢ߦΔࣗಈंの͜ͱͰ͋Γɺ૸࣌ߦのೋࢎԽ୸ૉഉग़ྔ͕গͳ͘ɺੑڥ؀
ೳʹ༏Εͨं྆Ͱ͢ɻ

˞1)&7ʢϓϥάΠンϋΠϒϦοドंʣͱ͸ɺ֎෦͔ΒॆిͰ͖ΔόοςϦーͱΨιϦンΤンδンの྆ํΛඋ͑ɺిؾͱΨ
ιϦンΛ૊Έ合Θͤͯ૸͢ߦΔࣗಈंの͜ͱͰ͢ɻ

˞όΠΦデΟーθϧ೩ྉͱ͸ɺ২෺༉΍ࡁ༺࢖Έ৯༻༉ͳͲΛݪྉͱͯ͠੡଄͞ΕΔ࠶ੜՄೳͳ೩ྉͰ͋Γɺܰ༉の୅ସ೩
ྉͱͯ͠ར༻͞ΕΔ΋のͰ͢ɻ
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加茂線加茂線

加茂地域

広域北部線

JR木次線
木次駅木次駅

出雲
大東駅
出雲
大東駅

加茂中駅加茂中駅加茂
北回り線

加茂南回り線

湯
屋
谷

畑

加茂地域

JR木次線
木次駅木次駅

出雲
大東駅
出雲
大東駅

加茂中駅加茂中駅

かもてらすかもてらす

਎ۙͳੜݍ׆಺ͷҠಈΛ΋ͬͱศརͰγϯϓϧʹ
େ౦ɾՃໜ

˔+3 ໦࣍線ͱόスのॏෳ�▶ 吉田大東線と JR木次線が同じ区間を運行し非効率です。

˔Ճໜ͔Βେ౦（ӢೆཱࢢපӃ）΁のҠಈがෆ便

▶  加茂地域から大東地域の雲南市立病院へ行くには、乗り換えが必要で時間がかかります。

˔ͩΜͩΜλクγーの࢖い方がΘ͔Γに͘い�

▶  「運行していることは知っているが、サービスの内容はよく知らない」という声が多く、

認知度が低くなっています。

˔٢ాେ౦線Λ෼ׂ͠ɺ+3Λ࠷େ͔͍ͨ͠ݶμΠϠͱ͠·͢ɻ

˔ӡܦߦ࿏ΛΑΓΘ͔Γ΍͘͢シンϓϧʹ͠ɺՄೳͳݶΓॴཁ࣌ؒΛ୹ॖ͠·͢ɻ

ͩΜͩΜλΫγʔͷ運行ΤϦΞ֦େ

˔Ճໜ஍Ҭ͔Βେ౦஍ҬʢӢೆཱࢢපӃʣ΁乗ΓೖΕ·͢ɻ

ͩΜͩΜλΫγʔͷαʔϏε಺༰ݟ௚͠

௚͠ΛਐΊΔͱͱ΋ʹɺݟԊͬͯɺμΠϠ΍ӡ௞੍౓のʹํ͑ߟ���のࡦࢪ˔

རศੑの্޲΍%9のਪਐΛਤΓ·͢ɻ

ͩΜͩΜλΫγʔͱՃໜ๺ճΓɾೆճΓ線ͷ౷߹

˔Ճໜ๺ճΓ・ೆճΓ線͸ഇ͠ࢭɺՃໜொͩΜͩΜタクシーʹ౷合͠·͢ɻ

٢ాେ౦線ʢԾশɿ޿Ҭ๺෦線 ฤ࠶Ҭೆ෦線ʣͷ޿�

ՃໜொͩΜͩΜλΫγʔͷݟ௚͠ͱɺՃໜ๺ճΓɾೆճΓ線ͱͷ౷߹

௚͠લݟ ޙ௚͠ݟ

௚͠ݟ
Πϝーδ

Δこͱ͍ͯͬࠔɺࠓ
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ͩΜͩΜλΫγʔͷαʔϏε಺༰ݟ௚͠

௚͠ΛਐΊΔͱͱ΋ʹɺݟԊͬͯɺμΠϠ΍ӡ௞੍౓のʹํ͑ߟ���のࡦࢪ˔

རศੑの্޲΍%9のਪਐΛਤΓ·͢ɻ

େ౦ொͩΜͩΜλΫγʔͷݟ௚͠

���
�

���

ここが 変 わります！！

���
�
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୭΋͕ࣗ༝ʹொͳ͔΁ΞΫηεͰ͖Δ࢓૊ΈΛ૑Δ
໦࣍ɾࡾ౛԰

௨Λར༻͠に͘いަڞ஍Ͱ΋ެ֗ࢢ˔

▶ 三刀屋地域の市街地では、自宅近くからだんだんタクシーを利用できず、公共交通を利

用しにくくなっています。

˔๺ݪ線の運行がඇޮ཰

▶ だんだんタクシーと重複して運行し利用も少なく、非効率な運行となっています。

˔೔ొ線・੢೔ొ線の運行がඇޮ཰�▶ 利用者が少なく、稼働率が低い便があります。

˔日中のར༻͕গͳ͍木次ࡾ౛԰線Λഇ͠ࢭɺ中৺֗ࢢ஍಺Λӡ͢ߦΔデマ

ンド型乗合タクシーΛ新設͠·͢ɻ

๺ݪ線ͷॖখ

˔木次ொͩΜͩΜタクシーͱॏෳͯ͠ӡ͢ߦΔ࣌ؒଳʹ͍ͭͯɺμΠϠΛ

ॖখ͠·͢ɻ

線ͷ運行ΤϦΞ֦େלɾҏۼߴ

ΤϦΞΛ֦େ͠·͢ɻߦ౛԰஍۠ʹ͓͍ͯ΋ࣗ୐͔Βར༻Ͱ͖ΔΑ͏ɺӡࡾ˔

ುࢁ線ʗ൧ੴ・த໺線ʗۼߴɾҏל線ͷαʔϏε಺༰ݟ௚͠

௚͠ΛਐΊΔͱͱ΋ʹɺݟԊͬͯɺμΠϠ΍ӡ௞੍౓のʹํ͑ߟ���のࡦࢪ˔

རศੑの্޲΍%9のਪਐΛਤΓ·͢ɻ

த৺֗ࢢ஍಺ͷ࠶ฤ

๺ݪ線ɺ໦࣍ொͩΜͩΜλΫγʔʢ೔ొ線ʗ੢೔ొ線ʣͷݟ௚͠

௚͠ݟ線ʣͷלɾҏۼߴ線ʗ൧ੴɾத໺線ʗࢁ౛԰ொͩΜͩΜλΫγʔʢುࡾ

Δこͱ͍ͯͬࠔɺࠓ

���
�

���

���
�

ここが 変 わります！！

ͩΜͩΜλΫγʔͷαʔϏε಺༰ݟ௚͠

の�࿏線ʢ日登線ߦݱ˔ �西日登線ʣΛ�ͭʹ౷合͠ɺ新ͨʹʮ木次線ʯͱͯ͠ɺӡߦの

ޮ཰ԽΛਤΓ·͢ɻ

޲௚͠ΛਐΊΔͱͱ΋ʹɺརศੑのݟԊͬͯɺμΠϠ΍ӡ௞੍౓のʹํ͑ߟ���のࡦࢪ˔

্΍%9のਪਐΛਤΓ·͢ɻ

デマンド型
乗合タクシー
の新設

高窪・伊萱線

鍋山線

木次線飯石・
中野線

高窪・伊萱線

鍋山線

西日登線

日登線

飯石・
中野線

௚͠લݟ ޙ௚͠ݟ

௚͠ݟ
Πϝーδ
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஍Ҭͱͷʮ૯ಇʯͰɺؒࢁ෦ͷ฻Β͠΍͢͞Λ͑ࢧΔ
٢ాɾֻ߹

஍·Ͱのॴ要時間が௕い֗ࢢ˔

▶  吉田・掛合地域から木次や大東の市街地まで、公共交通で1時間以上かかることもあります。

˔ͩΜͩΜόスのՔಇ཰が௿い�▶ ಛʹޙޕの࣌ؒଳのར༻͕গͳ͘ͳ͍ͬͯ·͢ɻ

˔৐ڥ؀ܧがෆ便

▶ だんだんタクシーとバスとを乗り継ぐ際のバス停で、待合環境が整っていません。

˔ӡܦߦ࿏ΛΑΓΘ͔Γ΍͘͢シンϓϧʹ͠ɺՄೳͳݶΓॴཁ࣌ؒΛ୹ॖ

͠·͢ɻ

ͩΜͩΜλΫγʔ �ͩΜͩΜόεͷαʔϏε಺༰ݟ௚͠

௚͠ΛਐΊΔͱͱ΋ʹɺݟԊͬͯɺμΠϠ΍ӡ௞੍౓のʹํ͑ߟ���のࡦࢪ˔

རศੑの্޲΍%9のਪਐΛਤΓ·͢ɻ

஍Ҭࣗओ૊৫ͱͷ࿈ܞ

˔஍Ҭࣗओ૊৫΍ަ௨ऀۀࣄͱ࿈͠ܞɺ新ͨͳӡܗߦଶ΍฻Β͠の中Ͱのަ௨のࡏΓํ

ͳͲʹ͍ͭͯ࿩͠合͍·͢ɻ

˔ྫ͑͹ɺ஍ҬのΠϕンτʹ合Θͤͨӡߦ΍ɺަ௨ऀۀࣄʹΑΔӡ͕ߦ೉͍͠৔合のॅຽ

ドϥΠόーʹΑΔӡߦͳͲɺ஍Ҭの࣮৘ʹ合ͬͨॊೈͳ࢓૊ΈΛ࿩͠合͍·͢ɻ

٢ాେ౦線ʢԾশɿ޿Ҭ๺෦線ʗ޿Ҭೆ෦線ʣͷॴཁ時ؒ୹ॖ

ֻ߹ொͩΜͩΜλΫγʔʗ٢ాொͩΜͩΜόεͷݟ௚͠

Δこͱ͍ͯͬࠔɺࠓ

ϋΠϒϦοドӡߦのΠϝーδ

【早朝】 【午前】 【午後】 【夕方】

運行 1

スクール便は定時定路線

（朝・夕）

定時定路線
運行

時刻表による
デマンド運行

オンデマンド運行休憩
定時定路線
運行

運行 2

午前の需要の多い時間帯

➡ 時刻表による運行

運行 3

午後の需要が分散する時間帯

➡ オンデマンド運行

���

���
�
���

ここが 変 わります！！

˞�࣌ ɺར༻ऀ͔Β༧໿の͋ͬͨศの͖ͮجʹදʢμΠϠʣࠁͱ͸ɺ͋Β͔͡ΊఆΊͨ࣌ߦදʹΑΔデマンドӡࠁ
ΈΛӡ͢ߦΔํࣜΛ͠ࢦ·͢ɻ

˞�Φンデマンドӡߦͱ͸ɺ͋Β͔͡Ί設ఆ͞Εͨӡؒ࣌ߦଳの中Ͱར༻ऀ͔Βの༧໿Λड͚෇͚ɺଞのར༻ऀの
༧໿ঢ়گ΋౿·͑ͳ͕Βɺ乗߱஍఺΍ӡܦߦ࿏ɺ഑ंΛॊೈʹௐ੔ͯ͠ӡ͢ߦΔํࣜͰ͢ɻ
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５年後、こんな風に暮らしています

75歳の Aさん（掛合地域）の 1日

高校生の Bさん（加茂地域）

子育て中の Cさん（三刀屋地域）

朝 8 時 Aさんは、スマホでだんだんタクシーを予約しま

した。

「明日の 10 時に、家からドラッグストアまでお願いします 」

操作は簡単。孫に教えてもらってから、自分でできる

ようになりました。

翌日 10 時 予約した時間に、だんだんタクシーが

自宅前に到着。

ドラッグストアの前で友人の D さんと待ち合わせて、

一緒にバスでお出かけ。

「二人で乗れば、話もできるし、楽しいわね」

昼食を食べて、スーパーで買い物。

帰りは優待乗車券を使ってタクシーで帰宅。

「昔は息子に送ってもらっていたけど、今は自分で気兼ねなく出かけられるようになりました」

B さんは三刀屋高校掛合分校に通学しています。

朝７時半、自宅近くのバス停からバスに乗って高校へ。

友達とおしゃべりしながら、直通便なので乗り継ぎなし

で高校に到着します。

帰りはバスと鉄道を乗り継いで帰宅。

途中、木次駅で少し待ちますが、冷暖房やインターネット

も整った環境で、勉強しながら快適に待てました。

これまで帰りは親に迎えに来てもらうこともあったけど、

バスの時間が帰りやすくなって、今は自分で帰れます。

「お母さんも仕事があるから、自分で帰れるようになっ

て喜んでます」

C さんは乗り物好きの 5 歳の息子と一緒におでかけ。

木次線に乗ろうと思いましたが駅まで少し遠いので、

自宅から駅までだんだんタクシーで。

運転しなくていいから、外の景色をみながら息子と

会話がはずみます。

「あ、トラックとバスが並んでる！」「○○ちゃんの

お家が見える！」

「駅にもいろんないろの車両があるよ！」

クルマだと見えない景色が見えて楽しいね。

朝 8 時 Aさんは、スマホでだんだんタクシーを予約しま

「明日の 10 時に、家からドラッグストアまでお願いします 」

操作は簡単。孫に教えてもらってから、自分でできる

ドラッグストアの前で友人の D さんと待ち合わせて、
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ΈΜͳͰऔΓ૊ΉɺΈΜͳͰҭͯΔ

͍ͭͳʹΛ͢Δʁʢ࣮ࢪεέδϡʔϧʣ

５年間でどの取組をいつ実施するかのロードマップです。
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取組 2027 2028 2029 2030 2031

毎日の暮らしに、もっと便利で、やさしい交通をつくろう

���ɹ基װとなるమಓ・バスを͔し͘͜ޮ཰తにߏ࠶ஙする

 吉田大東線の再編

 乗継環境・待合環境の整備

���ɹͩΜͩΜタクγーを΋ͬと࢖いやす͘進Խͤ͞る

だんだんタクシー（だんだんバス）のサービス内容改善

���ɹԁ׈な通ֶखஈ確อに͚޲た交通ମܥの見直し

通学対応の運行ルール見直し検討

交通の担い手を応援し、交通環境を未来につなげよう

���ɹ運సखのະདྷをࢧえ、ಇきがいをߴΊる

 担い手確保への直接支援

���ɹ交通ۀࣄのܦӦ基൫を҆定ͤ͞る৽たな௅ઓ

事業者・産業の枠を超えた総働（共同化・協業化）の
推進

���ɹσδタルのྗで運行とۀ຿のޮ཰をߴΊる

利用者向けのDX推進

事業者・行政向けのDX推進

���ɹ「৐Γたい」ͪ࣋ؾをͭ͘る、ޙԡしする

わかりやすい情報発信への改善

外出を促進する運賃制度や補助事業の実施

一歩を踏み出す、後押しする動機付けの実施

���ɹڥ؀にや͞しい交通をͭ͘る

車両の小型化・脱炭素化による交通GX

プロの技と地域の力、力を合わせて支え合いの輪を広げよう

���ɹ交通を「ࣗ෼͝と」としてߟえ、行ಈするจԽをҭΉ

 「交通えすこ会議」の設置

地域と連携した外出機会の創出

���ɹ地域の୲いखと交通ۀࣄ者でྗを߹Θͤる

地域の担い手と交通事業者が連携する
新しいモデルを創る

適宜実施

適宜実施

適宜実施

検討

調整

調整

調整

計画

利便増進計画策定・準備・実証運行開始・適宜改善

施策1-2に合わせて適宜調整・実施

施策1-2に合わせて適宜調整・実施

施策1-2に合わせて適宜調整・実施

施策1-2に合わせて適宜調整・実施

Bゾーンから順次開始

適宜実施

毎年度、継続して開催（年1回以上）

毎年度、継続して改善・実施

毎年度、継続して改善・実施

毎年度、継続して改善・実施

随時検討・実施

基本方針１

基本方針２

基本方針３

 吉田大東線の再編

 乗継環境・待合環境の整備

 「交通えすこ会議」の設置

 担い手確保への直接支援

マーク：重点的に取り組む事業
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1%$"ͱ00%"ͰܭըʹऔΓ૊Ή

PDCA（計画→実行→評価→改善）という従来の仕組みに加えて、OODA（観察→判断→決定

→実行）の考え方も組み合わせて計画に取り組みます。

PDCAは、計画通りに進んでいるかをチェックし、改善していく仕組みです。

しかし、交通を取り巻く環境は、刻一刻と変化しています。また、人口減少・利用者減少から

公共交通のサービス水準が低下し、さらに利用者が減少する負のスパイラルから脱却するため

には、これまでの常識を超えて、市内の公共交通環境を大きく改革していくことが必要です。

こうした大きな変革を進めるために、現場を観察し、判断し、すぐに動く、OODAの考え方を

取り入れます。

1%$"と00%"のؔ܎

Plan
計画

Do
実行

Check
評価

Action
改善

PDCA

PDCA
中長期

Observe
観察

Orient
判断

Decide
決定

Act
実行

OODA

OODA
短期

Plan
計画

Do
実行

Check
評価

Action
改善

PDCA

PDCA
中長期

Observe
観察

Orient
判断

Decide
決定

Act
実行

OODA

OODA
短期

（観察）
公共交通の利用者が減少して
いる

Observe

（判断）

設定しているダイヤと市民の
ライフスタイルに「ズレ」が
見られる

Orient

（実行）

利用実績や住民意見を踏まえ
ながら、本格運行への移行を
判断する

Act

（決定）
需要に応じた運行内容の見直し
を行い、実証運行を実施する

Deside

（計画）
地域公共交通計画において、
施策や評価指標を設定する

Plan

（実行）
計画に基づき、施策を実行するDo

（改善）
評価結果を踏まえ、必要に応
じて計画を見直す

Action

（評価）

利用実績や評価指標の達成状
況を確認し、計画の進捗を評価
する

Check

計画・方針を
インプット

現場での結果を
フィードバック
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計画がうまくいっているか、下記の指標に基づいて毎年評価します。

評価指標ᶃ 公共交通の೥ؒԆ΂利用者਺

指標の定義 市内を運行するバス、だんだんタクシー（だんだんバス）の年間の総利用者数

現状値 200,493人（令和7バス事業年度）

目標値 208,000人（令和12バス事業年度）

目標値の考え方

現在、市民一人当たりの公共交通利用回数は年6.0回となっています。国立社会保障・
人口問題研究所の推計によると、令和 12 年度の本市の人口は約 29,700 人まで減
少する見通しです。本計画では、人口減少が進行する中においても、路線の再編や利
便性向上により、市民一人当たりの利用回数を年 7.0 回まで向上させ、令和 12 年度
に約208,000人の年間延べ利用者数を確保することを目標とします。

評価の方法 各交通事業者からの報告を受けて、毎年評価する

評価指標ᶄ 公共交通の公తۚࢿ౤ೖֹ

指標の定義
市内を運行するバス、だんだんタクシー（だんだんバス）の維持に係る年間の市の負
担額

現状値 318,777千円（令和7バス事業年度）

目標値 318,777千円（令和12バス事業年度）

目標値の考え方

燃料価格の高騰や人件費の上昇等の要因により、市の財政負担額は増加の一途を辿っ
ており、今後も増加が見込まれる状況です。持続可能な運行を確保するため、サービ
ス内容の適正化や効率的な運行形態への見直しを進め、増加傾向にある財政負担を抑
制し、令和12年度においても令和7年度と同水準に留めることを目標とします。

評価の方法 各交通事業者からの報告を受けて、毎年評価する

評価指標ᶅ 公共交通のऩࢧ཰

指標の定義
市内を運行するバス、だんだんタクシー（だんだんバス）について、年間の支出に対す
る収入の割合

現状値 5.7％（令和7バス事業年度）

目標値 5.7％（令和12バス事業年度）

目標値の考え方
市民一人当たりの利用回数の向上と財政負担の抑制を両立することにより、令和 12
年度においても収支率を現状水準で維持することを目標とします。

評価の方法 各交通事業者からの報告を受けて、毎年評価する
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飯南町生活路線バス

松江・雲南共同運行
コミュニティバス
（雲南市民バス）

赤名吉田線

大東松江乃木線

だんだんバス
吉田線・田井線

中心市街地内を運行する
デマンド型乗合タクシー

評価指標ᶇ 運సख確อにΉ͚たࢧԉ

指標の定義 雲南市運転免許取得支援事業補助金（二種免許の取得費用の補助制度）の交付件数

現状値 2件（令和7年度）

目標値 7件（令和12年度）

目標値の考え方
事業者への周知を図り、毎年 1 件ずつ交付件数を増やし、令和 12 年度において 7
件の交付を目指します。

評価の方法 交付状況について、毎年評価する

評価指標ᶆ 公共交通のຬ଍౓

指標の定義
「市内の公共交通機関（バス・ＪＲ・だんだんタクシー）に満足していますか？」の
問いに対して、満足・多少満足と回答した人の割合

現状値 48.8％（令和6年度）

目標値 60.0％（令和11年度）

目標値の考え方
公共交通に対する満足度は近年低下傾向にあります。本計画では、路線の再編やサー
ビスの利便性向上を通じて利用者の満足度を回復させ、令和 11 年度において満足度
60%以上を目指します。

評価の方法 市民生活の現状に関するアンケート調査において把握し評価する

஍Ҭެަڞ௨֬อҡ࣋ۀࣄʢϑΟʔμʔิॿʣΛ׆༻͢Δ࿏ઢ
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【お問い合わせ先】

雲南市政策企画部うんなん暮らし推進課交通政策室

    住所 : 〒 699-1392 島根県雲南市木次町里方521-1

    TEL: 0854-40-1014

    FAX: 0854-40-1029

    Email: koutsuseisaku@city.unnan.shimane.jp

όεʹ৐ͬͯɺ·ͪ΁ग़͔͚Α͏

クルマはとっても便利な乗り物です。

でも、バスや鉄道などの公共交通には、もっと「えすこ（良い具合）」なものがあります。

運転しなくていいから、四季折々の景色をゆっくり眺められる。

友達と久しぶりに再会して、ゆっくりおしゃべりしながら買い物に行ける。

久しくバスや鉄道に乗っていないという方も、子どもの時に利用した思い出があるのでは

ないでしょうか。

一人ひとりの「乗る」が、まちの交通の未来を支えます。

毎日の暮らしの中で、ちょっとだけクルマを離れ

歩いて、バスや鉄道に乗って、だんだんタクシーに乗って

いつもと違った景色を見てみませんか。

もっと詳しく知りたい方へ

詳細なデータや分析結果などについては、別冊の「資料編」をご覧ください。

市のホームページからダウンロードできます。

雲南市内の
公共交通の情報は
こちらから




